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Abstract 

Seleaf <http://www.mintap.com> is a cloud-based search engine for a tagged corpus of 

spoken English along with video pictures from movies. This free site stores 35 hours of 

18 American premier movies, which are broken down into 44,536 scenes, 32,270 

phrases, and 193,106 words. Seleaf has been developed primarily for language 

educational use. The authors discuss how to enrich language teaching using this newly 

developed search site in a variety of ways. First, language teachers can instantly show 

and repeat the meaning of a particular word or phrasal expressions in a visual context in 

class. Second, teachers can offer examples of various phonetic realizations of spoken 

English in different situations. Third, the Shadowing Drill function helps learners to 

read aloud or shadow-read any phrases repeatedly along with their rich visual context. 

Each phrase is realized as a unit of breath group most of which are realized within two 

seconds, which is hypothesized to be kind to human cognitive load in working memory. 

This article also reports our classroom treatment and learning outcome using Seleaf as 

well as the results of questionnaires asking the learners’ awareness and data collected 

from the error logs. 
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1.  はじめに 

筆者らは，名作映画の映像シーンを台詞から検索できるクラウド型教材セリーフ

（Seleaf）を開発した。これは「生の英語表現を，好きな時に引き出せる教材はないか」

との声に応えたウェブサイトである。映画にはセリフと場面が巧みに織り込まれ，記憶定

着を促進するからである。しかし映画には，学習課題に沿った場面提示が困難だと言う弱

点があり，映画を学習教材に仕立て上げる工夫が求められてきた。Seleaf はグーグルやヤ

フー同様のオープン検索サイトで，セリフで検索すると映画シーンがヒットする。各映画

シーンはパブリックドメインとなっているアメリカ映画の 20 本（一覧を付録 1 に示す）

から取り出された 20 秒から 30 秒程度のスキットであり，小学校から中高大で習う会話表

現が映像付きで検索できる。すなわち，必要な会話表現を名作映画から抽出し，優れた感

情表現や劇的状況を伴って提示し，学習者に強い印象を残すことができる。Seleaf のウェ

ブ画面上では，台詞を一息の連続音声（Breath Group: BG）毎に音声と映像を再生できる

仕組みで，繰り返し音読やシャドーイング訓練に適している（湯舟・田淵, 2013; 2014; 

Yubune et al., 2014）。このクラウドアプリにはドリル機能が付いており，ID と PW による

個人認証で学習履歴を残すことができる。 

筆者らは Seleaf のリスニング・ドリルを使用して， 2013-2014 の半年間の授業内ト

レーニングを行った。本報告では，Seleaf のドリル機能の紹介，それを利用したリスニン

グ活動の内容，授業参加者の事前・事後テストを通しての学習効果測定の結果，事前・事

後に行ったリスニング方略の使用や英語に対する意識に関する同一アンケートの推移やク

ラスタ分析の結果，リスニング・ドリルのログ履歴と上記データとの関連を報告する。 

 

2.  映画場面検索サイトSeleaf の開発における留意点 

リスニング・ドリルの方法の詳細に入る前に，本報告の授業実践で利用したウェブ教

材 Seleaf の開発に際して留意したポイントを列挙したい： 

(A) 課題音声を文脈で捉えられるように，直前までのやり取りを提供する。このと

き，課題音声を発声する話者や対話の相手，および場面の状況が視覚的につか

めるように映像を提供する。これは，文の意味を場面の流れでの中で理解する

ためである。 

(B) 1 回に聞き取り解答すべき課題音声を一息の連続音声とする。この連続音声長

は 1 秒以上 3.5 秒以下（平均継続時間は 2 秒）に収めるようにする。この時間

幅は聴覚性短期記憶の時間的制約を考慮したものである（Baddeley, 1992; 2000）。 

(C) 課題音声は，学習者が解答し終わるまで反復される。ただし制限時間は課題音

声が 6 回程反復される長さとする。これは，受験者が映画音声に慣れていない

ことを考慮すると共に，問題を解きながら同時に耳を慣らし鍛えるための訓練



 

方式でもある。 

(D) 学習者の解答は，聞き取った音声を文字で復元する方法を採用する。これは，

すでに英語による一定以上の読解力を持ちつつ，聴解力が低い学習者の特性に

配慮したものである。 

(E) 課題音声の文字への復元は，難易度の低い語順整序からはじめ，次にディクテ

ーションに進むステップアップ方式とする。ディクテーションは，タイピング

の負担を減らすために，聞き取った単語の先頭アルファベットだけの入力で単

語の正誤を判定する「語頭のみ 1 文字入力」方式とする。 

(F) 解答の正誤は，1 課題音声が終了するたびに，直ちに○×でフィードバックし，

正誤に関わらず，課題音声とその字幕を再生提供する。これは直前まで聞き取

ろうとしていた音声と文字との対応関係を定着しやすくさせるためである。 

(G) 訓練評価には，正誤の他に，正誤に至る試行錯誤（解答の修正）や所要時間な

ども参照できるよう，詳細な学習履歴を記録する。 

(H) 訓練課題は複数のブロックに分け，難易度を易しいものから順に配置するステ

ップアップ方式とする。難易度は課題音声の継続時間と発話速度と制限時間で

制御する。 

(I) 1 回の訓練が 15 分前後（10～20 分）で終了し，計 10 回で映画 1 本がひと通り

終了するように課題文セットを準備した。これは週 1 回の授業で実施した場合

半期（1 学期）で完結するための設計である。 

 

3. 方法 

3.1  授業の方法 

ウェブ上にあるクラウド映画英語セリフ検索サイト・セリーフ（ Seleaf: 

http://www.mintap.com/，ミントアプリケーションズ）に付属するリスニング・ドリル

（http://www.mintap.com/?drill）を使用した。訓練はネット接続のあるコンピュータ教室で

行った。各自ヘッドセットを装着し，モニターを見ながらマウスとキーボードで操作し，

画面の指示に従って課題を順に解き進めた（図1）。ブラウザにはサイトが推奨するグー

グルクロム（Google Chrome）を使ったが，他に MS IE9 以上，MS Edgeでも動作する。訓

練素材は「ローマの休日（Roman Holiday, 1953, 118分）」で，これを10チャプターに分割

したものである。1回の授業内訓練で1チャプター分の問題を解き進めた。 

参加者は埼玉県内の大学2年生（非英語専攻）25名，英語授業は週1回だけのクラスで，

学力はTOEIC 400点程度である。1回あたりの平均訓練時間は実質で13分，前後の準備や操

作を含めると18分，解いた問題数は1人当たり26題，1題平均30秒，正答率75%であった。

訓練の経過と結果は自動的に記録された。初回訓練の前と最終回訓練の後にリスニング・

テストとアンケートを実施し，トレーニングの効果を評価した。前後テストは英検準2級



 

のリスニングテスト（過去問）で，前後2回とも同じ問題を利用した。前後テストは2013

年9月23日と2014年1月27日で約4ヶ月の隔たりがあった。前後テストを両方受験した参加

者は18名であった。 

 

 

図 1. 訓練風景 

 

1回分の課題文は，平均約12分間の1チャプターから35個の会話を選び，7個ずつを組

にした5つのレベルに分けて作成してある。5つのレベルはB1入門，B2初級，B3中級，C1

上級，C2達人で，順に難度が高くなるように配置されている。難易度は訓練方法と時間の

2系統で制御してある。訓練方法はB1, B2, B3が聞き取り・語順整序（words arrangement）

で，C1, C2が書き取り・語頭のみ1文字（first letter dictation）である。時間制御は課題音声

の発話時間と発話速度と制限時間の3種類である。課題文の長さはすべてBG（Breath 

Group）に相当する。課題文の一部（チャプター3）を付録2 に示す。課題文の大多数は完

結した文（sentence）であるが，文の一節もあり，複数の文で構成されることもある。 

受験者はどの回においてもB1入門からはじめ，7問解き終わると一息入れて次のレベ

ルであるB2初級に進む。これをレベル順に繰り返し，最後のC2達人を解き終わるか訓練時

間が終了となるまで続ける。1つの問題は解答し終わるか制限時間が来るまで同じ音映像

が繰り返される。さらに解き終わるたびに，正誤に関わらず正答が表示され，問題スキッ

トの音映像と字幕が1回再生される。訓練中の受験者は，課題文やレベルの更新操作時以

外は音映像と字幕に触れ続ける状態になっている。 

 

3.2  レベル別課題文と，時間制御 

課題文の音声継続時間（Duration of Breath Group: DBG）はB1, B2, B3で順に平均1.4秒，

1.8秒，2.2秒，およびC1, C2では1.7秒，2.2秒と長くなる（表1）。また発話速度（speech 

rate）は Words Per Second: WPS 換算でレベル順に2.8, 2.8, 3.1, 3.5, 3.8と早口になる。制限時

間は課題文のDBGとレベルで制御されている。B1入門とB2初級の制限時間はDBGの5倍，

B3中級は6倍，C1上級とC2達人は7倍である。さらに訓練方法別に見ると，聞き取り単語

整序問題よりもディクテーション問題の方が早口になっている。実際B2とC1，B3とC2で



 

は平均文長（words）はほぼ同じだが，C1, C2の方が1秒につき1単語ほど多く早口である。 

 

表 1.  

リスニング・ドリルの解答方法と課題文の基本統計量 

level drill method input device number duration words WPS 

B1 入門 words arrangement mouse 70 1.4 3.9 2.8 

B2 初級 words arrangement mouse 70 1.8 5.2 2.8 

B3 中級 words arrangement mouse 70 2.2 7.0 3.1 

C1 上級 first letter dictation keyboard 63 1.7 6.0 3.5 

C2 達人 first letter dictation keyboard 65 2.2 8.2 3.8 

mean    1.9 sec. 6.1 3.2 

Note: numberは問題数。numberは課題文の平均継続時間（秒）。wordsは課題文に含まれる
平均単語数。WPS（words per second）は課題文の平均発話速度。C1とC2で出題数が70問に満
たないのは，適切なスキットが見つからなかったことによる。 

 

3.3  聞き取り訓練の流れ 

訓練を開始すると画面に字幕つき映画シーンが再生される（図2）。再生シーンは課

題文までの数秒間が導入（文脈理解）として表示された後に課題文の再生が続く。課題文

は1秒ほどの間隔をおいて5～7回繰り返されるので，その間に解答を終える。解答が終わ

らないうちに制限時間が来るとそこで時間切れとなる。導入再生部は発話場面の情報を受

験者に伝えるためである。受験者は映像と音響と英語字幕と和文字幕の4系統から場面情

報と音響（音声）情報を入手して課題文に備えることができる。導入再生部が終了し課題

文に移ると共に，英語字幕はアンダーライン付き空白に変わり，和文字幕は非表示となる

が，映像と音響（音声）はそのまま再生され続ける。ここで「音響（音声）」と表現した

のは，課題文の音声以外に背景音や効果音などが被ることがあるからである。この点は通

常のリスニング訓練と大きく異なるが，日常会話では常態である。音響の中から音声を抽

出する作業が要求される。 

図 2.  聞き取り・語順整序問題開始時の画 

制限時間バー 

選択用単語カード 

聴取順に整序していく 

出題セリフ映像シーン 

字幕 



 

このとき同時に，モニター画面の右枠に単語カードが表示される。単語カードは課題

文の単語がひとつずつカードとなったものである。この右枠は上下に分かれていて，下枠

には課題文の先頭単語のカードが配置され，上枠には2番目以降の単語のカードが無秩序

に配置される。受験者が課題文の音声を聞き取った順に単語カードをクリックすると，そ

の順に単語カードが下枠に並んでいく。すべてクリックし終わることで解答が終了し，正

誤が評価される。正誤は提示課題文と同じであれば正しいと判定される。 

解答開始時にあらかじめ先頭単語のカードが配置されているのは，弱勢で始まること

が多い英語音声表現に配慮したものである。間違ってカードをクリックした時には，下枠

に移ったカードをクリックすることで訂正できる。制限時間は制限時間バーで随時表示さ

れる。解答が終わっていなくても時間切れとなると失敗と評価され，強制終了となる。一

つの課題文の成否が評価されるたびに，正誤に関わらず，自動的に問題スキットの音映像

と字幕がただちに再生される。 

 

3.4  ディクテーション訓練の流れ 

訓練を開始して導入再生部から課題文に移り，制限時間内に画面右の下枠に正しく単

語カードを並べて解答する点は前述の「聞き取り訓練」と同じである。違いは画面右の上

枠に配置された単語カードに文字が表示されていないことである（図3）。そこで学習者

はカードのクリックではなく，聞き取った音声の文字をキーボードから打ち込むことで，

カードを下枠に移動させる作業を行う。タイプする文字（アルファベット）は，打ち込み

たい単語の先頭の1文字だけでよい。 

 

  ⇒  

図 3.  書き取り・語頭のみ 1 文字解答中の画面 

Note: キーボードで「w」を押したので，下の枠に単語カード「we」が配置さ
れ，上の枠にあった空白カードが消えている（右）。 

 

開始時に最初の単語カードが表示されている点や正誤判定，制限時間の動作は聞き取

り語順整序訓練と同じである。図3では正しく「w」を押した例であるが，もし間違えて

「ｇ」をクリックした場合には，エラーとなり，カードは移動しない。また間違ったキー



 

を押した履歴も残るので，でたらめにキーを押して正解した場合には，事後に確認できる。 

 

3.5  経過と結果を記録した履歴（エラーログ） 

リスニング・ドリルの経過と結果は1問ごとに自動的に記録され保存される。この履

歴をエラーログと呼ぶ。教員は保存された記録を訓練中にリアルタイムでモニターするこ

ともできる。また事後にはスタッフだけでなく受験者自身も閲覧することができる。エラ

ーログのサンプルを表2 に示す。このサンプルは分かりやすく編集したものである。表2 

の上段は受験者9人のエラーログで，その上半分（No.1-No.4の4人分）はLevel B1（聞き取

り語順整序問題）の課題文（index 230）のエラーログで，下半分（No.5-No.9の5人分）は

Level C1（語頭1文字のみディクテーション問題）の課題文（index 213）のエラーログであ

る。各1行が，ある受験者のある課題文での回答経過を表している。表2. の下段に課題文

の情報を示した。課題文は単語順に番号を振ってあり，その番号は表上段の誤答欄（error 

ans.）の数字と対応している。得点（point）欄の数字が正の場合は正答，0 は誤答，-1 は

時間切れである。正答の得点は制限時間の残り時間（秒）である。たとえばNo.1 の得点が

13 pointsとなっているのは，制限時間を13秒残して正解したことを示している。誤操作歴

欄（error trace）は正解ではない操作をした場合の履歴である。角括弧［ ］内の要素の順

番は課題文の単語順に対応している。空白の要素“ ”はその位置の単語では誤操作がな

かったことを示している。 

 

表 2. 

エラーログのサンプル 

No. level index point error ans. error trace 
1 B1 230 13   
2 B1 230 4  ["","","[5]","",""] 
3 B1 230 0 [1,2,4,3,5]  
4 B1 230 -1 [1,4,3]  
5 C1 213 7   
6 C1 213 2  ["","","","","L",""] 
7 C1 213 1  ["","","","LRSXBVMNCZJHK","O","TISDHBCJN"] 
8 C1 213 -1   
9 C1 213 -1 [1,2,3,4] ["","","EA","MEKSLON","L"] 
No. level index  word 1 2 3 4 5 6 
1-4 B1 230  I don't feel any different.  
5-6 C1 213  I'll be calm and relaxed and 

Note: クラス名，解答日時，解答者などの制御情報は省略した。 

 

No.1 とNo.5 はエラー欄に記載がなく，得点が正であることから，途中で間違えるこ

となく正解したことがわかる。逆に，No.8 はまったく手付かずで時間切れになったことを

示している。 



 

No.2 を見ると得点は4で結果的に正解しているが，3番目の単語に「[5] different.」を

選んで「I + don't + different.」としたところで間違いに気が付き，訂正して正解に至ったと

読める。No.3 は3番目と4番目の単語が入れ替わったまま気づかず「I + don't + any + feel + 

different.」の語順で入力を終了して誤答となった例である。 

No.4 は，2番目の単語「don't」が聞き取れずに頓挫したことがわかる。 

No.6 は5番目の「relaxed」を聞き取ったが，つづりを「L」で始めたためにはじかれ

てしまい，そこで気が付いて「R」を打ち込んで正解に至ったことが分かる。この例は

「L/R」の区別の難しさを改めて教えている。 

No.7 は「I'll + be + calm」までは聞き取れたが，4番目の弱勢「and」が知覚できずに5

番目の「relaxed」に進んでしまい，最初「L」を打ったがはじかれたので，「R」に変えた

が再びはじかれてしまい，混乱してでたらめにキーを打ったところ10数回目に「A」に当

たった様子が目に浮かぶ。 

No.9 では3番目の単語「calm」は何とか聞き取り直せたが，4番目の弱勢「and」は聞

き取れず，でたらめに打ったところ偶然ヒットし，5番目の「relaxed」は「L/R」で間違っ

た後，最後の弱勢「and」に戸惑っているうちに時間切れとなったと見て取れる。 

以上のように，エラーログはリスニング訓練中の学習者の英語聞き取り過程を可視化

したものであり，学習者へのフィードバックを通して指導に役立てることができる。 

 

4.  結果と考察 

リスニング・ドリル参加者25名の内，2回の前後テストを受験したものは18名であっ

た。そのうちドリルと前後テストのデータが揃ったのは最終的に14名となった。結果は，

前後テスト，アンケート，リスニングトレーニングの成績，エラーログに分けて報告する。 

 

4.1  前後リスニング・テスト得点の変化 

参加者の 1 回あたりの平均正答率は 75％であった。英検準 2 級のリスニング問題 20

問を利用した事前・事後テスト 20 点満点において，平均点が 14.5 点から 16.3 点に上昇し

た（t(17)=2.11，p<0.01，d=0.96）（図 4）。 

本来であれば, 上記のリスニング得点が伸びたクラスに対し, 相当の処遇を行わなか

ったクラスを統制群として配置すべきであるが, 本報告では以下に示す通り, 処遇実施ク

ラス内の学習者の学習時間の違いによる学習効果の違いを考察することを主眼としている。

なお, 今回 Seleaf を使って訓練をしたクラスの学生は, 情報学を専攻する大学 2 年生であ

り, カリキュラム上この授業のみが週 1 回英語に触れる機会であった。さらに授業は

English Presentation II という科目で, パラグラフライティングの技法を英語プレゼンテー

ションの内容構成に応用することを目的としており, Seleaf による学習以外の授業時間は

専らパラグラフ英作文を行っており, 彼らが宿題や授業以外の活動で英語リスニングをし



 

ていたとは考え難い。よって, 事前・事後テスト間でリスニング得点の伸長が観察された

ことは, Seleaf による学習の介入が主な原因と考えられる。 

 

 

    図 4 リスニング得点の平均点の変化 

 

 

4.2  前後リスニング・テストと訓練時間の関係 

事前テストと事後テストの分布変化と訓練参加日数との関係を，9 日分の訓練データ

から解析した。一人あたり平均 6.4 日（出席率 71％）の訓練を行った。図 5 は，横軸が事

前テスト得点，縦軸が事後テスト得点である。左下から右上に延びる対角線は事前事後で

同じ得点であった場合の基準線であり，この線より上側は得点の上昇を示し，下側は低下

を示す。円の大きさがドリルの実施状況（訓練日数）を表し，円が大きいほどよくドリル

をしたことになる。比較的大きな円が左上に寄っていることから，訓練をまじめに沢山行

った学習者ほど，事後テストで成績を伸ばしていることが見て取れる。実際，事前・事後

テストと訓練日数に中程度の相関（r=.45）が認められた。 

 

 

図 5 事前・事後テストと訓練日数の関係 

 



 

図5の元になったデータを表3に示した。縦に項目欄を設け，横に前後テストのデータ

が揃った14名の番号を並べ，末尾に平均値と標準偏差を記入した。 

 

表 3 

訓練日数と前後テストの増減 

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 mean SD

days 8 6 6 6 7 8 9 9 2 9 8 9 1 2 6.4 2.8

pre 16 13 12 15 14 13 14 17 16 12 16 13 15 17 14.5 1.7

post 16 17 17 14 17 13 16 16 16 17 17 18 15 16 16.1 1.3

Δ 0 4 5 -1 3 0 2 -1 0 5 1 5 0 -1 1.6 2.4

Note: No.は参加者番号，days は出席日数，pre は事前テスト，post は事後テスト，Δは

事後テストの得点から事前テストの得点を差し引いた数値，mean と SD は各項目の平

均値と標準偏差を表す。 

 

 

4.3  前後リスニング・テストの得点差分析 

無欠席受験者 18 名全体で平均点が 1.8 上昇したが，そのうち半分の 9 人は±1 点の変

動内に留まっており（図 6），彼らを除く実質 9 人が平均 3.6 点押し上げたと認識すること

もできる。前後テストの得点差でクラスタ分析（ウォード法）を行った結果, 伸びの有無

で 2 グループに分かれた（図 7）。クラスタ分析では上半分のグループ A と下半分のグル

ープ B が見た目でも大きな距離を持った 2 つのグループに分かれているのが見て取れる。 

 

     
図6 事前・事後テストの増減の分布    図7 テストスコア変化のクラスタ分析 

 

 

4.4  アンケート分析 

事前・事後に同一の5件法リッカート尺度によるアンケートを行った。5が最も当てはまり，1が最



 

もあてはまらない，とした。アンケートの設問と指示の詳細は巻末の付録3を参照されたい。 

アンケート分析の結果，会話をBGごとに聞き取るドリルには，「意味の切れ目（チャンク）を意

識しながら聞く」意識を向上させる効果（＋0.6ポイント，ウィルコクソン符号付順位和検定，Z=1.92，

p<0.05，r=0.45）を始め，リスニング学習に対する好意やリスニング時に和訳せずに直接意味理解

する方略使用などに効果が見られた。図8 は事前・事後テストでのアンケート結果の推移をレーダ

ーグラフにしたものである。全体的に事前テスト時よりも事後テスト時においてアンケート項目の得

点は増加している。 

以下に全16の設問内容と変化の大きかった項目の増加ポイントを設問右の（ ）に示す： 

 

質問 1） 内容をイメージしながら聞いている（聞いた内容を頭の中で画像化している）。 

質問 2） リスニング時，頭の中で一度日本語に訳さずに 理解している。 (+0.3) 

質問 3） 文構造を考えながら聞いている。 (+0.4) 

質問 4） 意味の切れ目（チャンク）を意識しながら聞いている。 (+0.6) 

質問 5） 英語の音がつながったり消えたりする変化に慣れている。 

質問 6） 話の内容の背景知識を利用しながら聞いている。 

質問 7） 英文を読むときは，後戻りせずに読む方だ。 (+0.3) 

質問 8） 英文を読むときは，意味の塊（チャンク）ごとに読む方だ。 

質問 9） 英語リーディングの速度は速い方だ。 

質問 10）自分の中では，音読は得意な方だ。 

質問 11）自分の中では，リスニングは得意な方だ。 

質問 12）リスニングに自信がある。 

質問 13）リスニングは不安だ。 

質問 14）リスニングは疲れる。 

質問 15）リスニングは楽しい。 (+0.3) 

質問 16）英語が好きだ。 

 

 

図 8 事前・事後テストでのアンケート結果の推移 

 



 

さらに，前後テストでの得点差（後得点－前得点）とアンケートの相関係数を求めた

ところ，「質問 7）英文を読むときは，後戻りせずに読む方だ」において，中程度の正の

相関が見られ（r=0.45），また「質問 3）文構造を考えながら聞いている」において，弱

い正の相関が見られた（r=0.34）。 

以上のように、Seleaf による聞き取り訓練は，学習時間量に応じてリスニング得点

の向上が期待でき，さらに，チャンクごとの意味のまとまりを意識して英語を聞き，和訳

を介さずに理解する方略使用を助長し，リスニング学習に対する動機付けを高める効果が

あると言える。 

 

4.5  トレーニングの実施状況と成績 

ドリルは授業中に実施時間を決めて実施し，参加者はレベルB1から順にB2, B3, C1, C2

と進み，時間が来たところで一斉終了とした。参加者の多くはレベルの途中で中止するこ

ととなった。その様子を図9 に示す。 

棒グラフはその回のドリル実施時間で，目盛りは右軸である。折れ線は参加者の何パ

ーセントがどこのレベルまで進んだかを示していて，目盛りは左軸である。初回と2回目

はまだ慣れていないこともあるので，3回目以降に注目する。9割以上がB3まで進んでいて，

6～8割がC1まで進んでいる。最終レベルのC2まで進むのは2～6割だが，この率はドリル実

施時間に大きく依存していることがわかる。この振る舞いから，ドリル実施時間を最低で

も16分取ると，6割の参加者がC1までクリアし，C2に挑戦できると期待される。よって，1

チャプターにつき10分から20分を目途とした訓練が効果的であると推測される。 

次にドリルの正答率推移（図10）を見る。レベルが高いものほど正答率が低いことが

見て取れる。また，B1からB3の比較的易しい問題に関しては，ドリルの回数が進むにつれ

て正答率が高くなる傾向が見てとれる。レベルB2からB3に移行するところで正答率が2割

ほど，B3からレベルC1では約3割，正答率が下がっているように見受けられる。こうした

正答率推移は，課題音声の解答形式と時間調整（継続時間と発話速度と制限時間）による

難易度制御が妥当であったことを示唆している。 

 

  

図 9. レベル別ドリル進捗状況   図 10. レベル別ドリル正答率 



 

 

4.6  エラーログ 

エラーログは，25名10週分の履歴で，総計5,039件に及んだ。これらを解析することに

より，日本人英語学習者にとっての音声の聞こえ方・聞き取り方を詳細に推定することが

可能となる。こうした解析はリスニング指導や訓練方法への示唆を与えてくれると期待で

きる。しかし，膨大なデータであり，本報告の範囲を越える部分もあるので，特徴的な例

を2点取り上げて詳述する。 

 

4.6.1  レベルB3「I'm so glad that you could come.」のエラーログ 

レベルB3の聞き取り・語順整序課題文「I'm so glad that you could come」のエラーログ

を表4 に示す。この問題の解答者は22名，正答者15人，正答率68%であった。最下段に課

題文音声の波形と周波数解析図を添付した。7単語のうち最初の3単語「I'm so glad」（I’m 

のような文字連続も単語扱いしている）と最後の1単語「come」は音量音長もありはっき

りと分節化されている。それに比べて中間の「that you could」は音量が少なく，かつ3単語

で他の単語とほぼ同じ時間幅で発声される程度に音長は短い。さらに4単語目「that」の終

音「t」と5単語目「you」が融合同化して音声実現されている。敢えてカタカナ表記すると

「アイム・ソゥ・グラッ・ザッチュクッ・カム」と聞こえる。 

表の得点欄（points）と誤操作歴（error ans.とerror trace）を見ると過半の12人は滞りな

く聞き取ったが，No.13, 14, 15の3人はおそらく残った単語の組み合わせから間違いに気が

付き，聞き取り直して正解に達している。それ以外のNo.16からNo.22の7人は聞き間違いに

気づかずに誤答している。No.13からNo.16までの誤操作歴とNo.16からNo.22までの誤答例

には際立った特徴が見られる。それは，エラーが4単語目から6単語目までの「that you 

could」に絡んでいることである。No.13からNo.16までの4人は「grad that」を飛ばして

「you could」を聞き取っており，No.16からNo.22までの7人は「that you could」の分節化に

失敗している。これらは，早口の弱勢音列を聞いたとき，たとえ単語カード4枚「could」

「that」「come.」「you」を目にしていても聞き取れない（語順を再構成できない）ことを

示している。 

また正解者15人の得点を見ると最大値が13で最小値は4である。この得点は制限時間

切れまでの残り秒数である。つまり最大得点者No.1は13秒残して正解し，最少得点の

No.15はあと4秒と言う時間切れ間際に正解にたどり着いたことを示している。この課題文

は継続時間が2.1秒のBGであり，制限時間は約20秒である。約3秒ごとに音声が反復され

るので，正解までに何回聞いたかが逆算できる。No.1の受験者は（20-13)÷3＝2強なので，

3回目を聞き始めたあたりで正解し終えたと推測できる。No.11の受験者は得点が8なので

（20-8）÷3より正解までに4回聞いていることになる。 

 



 

表 4. 

「I'm so glad that you could come.」の聞き取り・語順整序問題のエラーログ 

No. point error ans. error trace 
1 13   
2 13   
3 12   
4 12   
5 11   
6 11   
7 10   
8 10   
9 9   

10 9   
11 8   
12 5   
13 5  ["","","[5]","","","",""] 
14 5  ["","","[5]","","","",""] 
15 4  ["","","[5,6]","","","",""] 
16 0 [1,2,3,4,6,5,7] ["","","[6]","","","",""] 
17 0 [1,2,3,4,6,5,7]  
18 0 [1,2,3,4,6,5,7]  
19 0 [1,2,3,5,4,6,7]  
20 0 [1,2,3,5,4,6,7]  
21 0 [1,2,3,5,6,4,7]  
22 0 [1,2,3,6,5,4,7]  

 level word 1 2 3 4 5 6 7  
 B3 I'm so glad that you could come.  

 

text 

 

wave 

 

 

freq. 

 

            I'm       so       glad   that you could   come. 

Note: 周波数分解つき波形は m-Boxed（ミントアプリケーションズ）による。単語カード最後の

「come.」には，文区切りであるピリオドがついている。 
 
 

 

4.6.2  レベルB1「You'd better get to sleep.」のエラーログ 

レベルB1の聞き取り・語順整序課題文「You'd better get to sleep.」のエラーログを表5

に示す。この問題の解答者は22名，正答者11人，正答率50%であった。 

この文の音響特性は，出だしの単語「You'd」が弱勢で，最初の強勢が「better」に置

かれていることである。これに惑わされたのがNo.10とNo.11の2人である。彼らは画面に既



 

に並んでいる「You'd」ではなく，「get」を出だし単語として選んでいる。しかも「get」

は本来3番目で，その前には「better」も十分な音量と継続時間（約0.2秒）で発声されてい

る。この「better」を飛ばす傾向はNo.14からNo.20までの7人にも観察される。回答者の半

数弱に当たる9人が「better」を知覚しなかったのである。彼らはこの文の2つ目の強勢語

「get」を認知した後に1つ目の強勢語「better」を認知したと推測される。つまり「better」は聞き取って

いなかったのではなくて，頭の中で文を再構成するときに逆転したのではないかと推測される。この

事例も，先の「I'm so glad that you could come.」 と同様に，チャンク単位での聞き取りが出来て

いないことが聞き取りタスクに正解できない一つの原因であることが伺える。 

 

表 5. 

「You'd better get to sleep.」の聞き取り・語順整序問題のエラーログ 

No. point error ans. error trace 
1 8   
2 8   
3 8   
4 8   
5 7   
6 7   
7 6   
8 5   
9 4   

10 5  ["[3]","","","",""] 
11 3  ["[3]","","","",""] 
12 0 [1,2,4,3,5]  
13 0 [1,2,4,3,5]  
14 0 [1,3,2,4,5]  
15 0 [1,3,2,4,5]  
16 0 [1,3,2,4,5]  
17 0 [1,3,2,4,5]  
18 0 [1,3,2,4,5]  
19 0 [1,3,4,2,5]  
20 -1 [1,3]  
21 -1 [1]  
22 -1   

 level word 1 2 3 4 5    
 B1 You'd better get to sleep.    

 

text 

 

wave 

 

 

freq. 

 

           You'd   better      get  to     sleep. 



 

 

この課題文はわずか5単語から構成されていて，クリックすべき単語は4つに過ぎない。音声に

して約1.2秒のBG。制限時間約12秒の間に2秒強の間隔を置いて計6回ほど繰り返される。正解者

の得点上位者6人は得点が7点以上なので音声が流れはじめてから4秒から5秒で正答していること

になる。3回目の音声が反復され始めた頃には終了している計算である。これに対して得点下位者

のうちNo.12からNo.19までの8名は語順を間違えて解答し，No.20以下の3名は時間切れとなって

いる。このように成績に大きな開き，あるいは対応に落差があることは先に取り上げた事例「I'm so 

glad that you could come.」 にも見受けられるものである。これらのデータは，I’m so glad や that 

you could come などの語彙チャンクを一つの連続音として心的辞書に格納されているか否かが

聞き取りを左右する要因であることを示唆している。 

以上のことから，リスニング能力の高い学習者ほど，2秒程度のチャンク単位で音声

を処理できる傾向があるのに対し，そうでない学習者は一単語ごと順次聞き取っていく方

略に頼る傾向が伺える。 

 

以上のように，エラーログを見ることで，Seleaf のリスニング訓練が，音声の意味を文脈で捉え

やすくするために音声以外の情報として映像や和訳を提示しつつ，訓練課題の音声を2秒前後の

チャンク提示の反復としたことが有効に作用したと推察される。Seleafの導入によって，こうした訓練

を自律的に行えたことが，事前事後テストで学習時間に応じたリスニング得点上昇に寄与したので

はないかと考えられる。 

従来のリスニング試験では，受験者が正答したか否かを判定することが主眼であった。今回

のリスニング訓練では，正誤結果でリスニング力を判定するだけでなく，正誤に至る過程をエラー

ログと言う形式で可視化できたことは重要である。エラーログは，一方では日本人学習者が音声を

どのように聞き取っているのかを，他方ではどのような音声に対してどのようなプロセスで判断不

能に陥るのかを記録している。このように，学習者の聞き方を可視化したエラーログの利用範囲は

広いと思われる。 

 

5.  まとめ 

映画を使ったリスニング訓練の一つの方法論として，十数秒の文脈映像でストーリー

に馴染ませた上で，続く 2 秒程度の音声と映像を繰り返し聞き取る手法を用い，音声と文

字を結びつける訓練を実施することで，著者らがこれまでに主張してきた「BG をチャン

クとした音声訓練を文字と関連付けて行うことがリスニング力を強化する」という教育的

示唆に対する 1 つの実証的データを得ることができた。さらに，Seleaf による聞き取り

訓練は，学習時間量に応じてリスニング得点の向上が期待でき，チャンクごとの意味のま

とまりを意識して英語を聞き，和訳を介さずに理解する方略使用を助長し，リスニング学

習に対する動機付けを高める効果があることが確認された。 
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付録 1. 

 英語タイトル 邦題 公開年 

1 Roman Holiday ローマの休日 1953 

2 The WIZARD of OZ オズの魔法使い 1939 

3 Casablanca カサブランカ 1942 

4 Lassie Come Home 名犬ラッシー 家路 1943 

5 Sharade シャレード 1963（権利放棄） 

6 Arabian Nights アラビアンナイト 1942 

7 The Loves of Carmen カルメン 1948 

8 Rebecca レベッカ 1940 

9 King Kong キングコング 1933 

10 Citizen Kane 市民ケーン 1940 

11 Gone With the Wind I 風と共に去りぬ 1939 

12 Robin Hood ロビンフッドの冒険 1938 

13 Phantom of The Opera オペラ座の怪人 1943 

14 Sinbad The Sailor シンドバッドの冒険 1946 

15 Singin' in the Rain 雨に歌えば 1952 

16 The Greatest Show On Earth 地上最大のショー 1952 

17 The Three Musketeers 三銃士 1948 

18 For Whom the Bell Tolls 誰がために鐘は鳴る 1943 

19 Rope ロープ 1948 

20 National Velvet 緑園の天使 1945 

Note: 2007 年 12 月 18 日，最高裁第三小法廷の藤田宙靖裁判長は，「シェーン」を含め，昭

和 28 年（1953 年）に団体名義で公表された「映画の著作物」の著作権は平成 15 年（2003

年） 12 月 31 日をもって存続期間が終了するとして，上告を棄却した。参照： 

http://www.translan.com/jucc/precedent-2007-12-18.html。なおセリーフは，英語母語話者の協

力を得て筆者らが 1 フレーズずつ丹念に書き起こした原稿をもとにした検索サイトである。

音声に忠実に書き起こすことを理念としたため，製作に 10 年を超える歳月を要した。サイ

トの運営はミントアプリケーションズ株式会社が行っている。 

 



 

付録 2.  課題文サンプル（チャプター3） 

No. Level Dialogue Sec. Words Ans. CA (%) 
1  It's my room. 1.6 3 22 100 
2  May I have some? 1.8 4 23 100 
3  You'd better get to sleep. 1.3 5 22 50 
4 B1 These are pajamas. 1.8 3 22 95 
5  Thank you very much. 1.3 4 24 88 
6  I have a copy here. 1.2 5 21 100 
7  Is this the Princess? 1.0 4 22 95 
8  Is this the elevator? 2.3 4 24 100 
9  Can I sleep here? 1.5 4 23 100 

10  This is very unusual. 2.4 4 23 100 
11 B2 I don't seem to mind. 2.2 5 24 92 
12  Do you know my favorite poem? 1.7 6 25 100 
13  She thought it was just fine. 1.6 6 26 27 
14  But here it is, Mr. Bradley 1.5 6 26 54 
15  I've never been alone with a man before, 2.8 8 22 68 
16  I'll be back in about ten minutes. 1.9 7 21 52 
17  Now we must notify Their Majesties. 3.0 6 23 78 
18 B3 You've already been to the interview? 2.8 6 21 90 
19  Er, by the way, what was she wearing? 2.5 8 22 41 
20  Did you say she was wearing gray? 1.9 7 23 78 
21  I think you described it very well. 2.2 7 21 43 
22  even with my dress on. 1.9 5 13 85 
23  Ah, you already recited that for me. 2.0 7 10 20 
24 C1 Mr. Hennessy has been looking for you. 2.1 7 13 38 
25  Well, sure; I just got back. 1.6 6 13 8 
26  That was a shrewd observation! 2.0 5 12 92 
27  Well, she usually wears gray. 1.6 5 11 45 
28  little items of general interest 1.7 5 12 8 
29  there you are; you can handle the rest. 1.8 8 1 0 
30  You're to climb into them, you understand? 2.4 7 2 0 
31 C2 They fool you, you know, these royal kids. 1.9 8 2 0 
32  Oh, you mean what did she have on? 1.6 8 1 0 
33  No, no, I just hurried over here. 1.6 7 2 0 
34  Oh, I think I know the dress you mean; 1.7 9 1 0 

Note: Ans.: number of answers，CA (%): percentage of correct answers 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

付録 3.    アンケート用紙 
 

  実施日時  ＿＿＿年＿＿月＿＿日  
 

TOEIC スコア __________    署    名  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

■ 英語リスニング時の，現在のあなたの状態を５段階で回答してください。 

質問１）内容をイメージしながら聞いている（聞いた内容を頭の中で画像化している）。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問２）リスニング時，頭の中で一度日本語に訳さずに 理解している。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問３）文構造を考えながら聞いている。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問４）意味の切れ目（チャンク）を意識しながら聞いている。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問５）英語の音がつながったり消えたりする変化に慣れている。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問６）話の内容の背景知識を利用しながら聞いている。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問７）英文を読むときは，後戻りせずに読む方だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問８）英文を読むときは，意味の塊（チャンク）ごとに読む方だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問９）英語リーディングの速度は速い方だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 10）自分の中では，音読は得意な方だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 11）自分の中では，リスニングは得意な方だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 12）リスニングに自信がある。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 13）リスニングは不安だ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 14）リスニングは疲れる。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 15）リスニングは楽しい。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

質問 16）英語が好きだ。 

１ いいえ  ２ どちらかと言えばいいえ  ３ どちらとも言えない  ４ どちらかと言えばはい  ５ はい 

 

ご協力ありがとうございました 



 

付録 4 Web 上で行ったポストアンケート結果の抜粋 

 

(1) 映画を使った演習は楽しかったですか？ 

 

(2) 今回の教材となった映画のセリフは？ 

(4) 映像を聞き取りの参考にしましたか？ 

 

(5) 聞き取り中にもっとも参考になった視覚情報は 

 

(9)  大学の教科書以外で英語のリスニングを学ぶとしたらどれがいいですか？ 

 



 

(12) 映画と教科書音声とどちらが聞きやすいですか？ 

 

(13) 今回のようなリスニングトレーニングで 1 回の演習時間は何分位が良いですか？ 

 

(14) 1 問は 15 秒ほどの制限時間でしたがこの時間は？ 

 

(15) 映画を使った演習を続けたいですか？ 

 
 

 


